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論 文 内 容 の 要 旨 
 
生産には資本や労働といった生産要素が投入される。それを扱う経済モデルは、一般的には資本の
同質性、労働の同質性を仮定して議論を単純化する。それに対して、資本や労働にそれぞれ異質性が
あり、例えば質の高い労働から質の低い労働まで存在するケースはどのように扱えばよいのか、どの
ような質の労働にどのような質の資本が割り当てられると効率的か、その際の賃金・利潤はどうなる
か、といった問題を本論文は検討している。 
 第 1 章は、問題の簡単な紹介と、いくつかの先行研究の説明にあてられている。各生産要素内に
質の違いがあることまで考慮しようとするとき、分析は当然ながら複雑になる。そのため、先行研究
の多くは、例えば 1 人の労働者と 1 台の機械とが組み合わされる、といったように、組み合わされ
る生産要素の量は固定して考えてきた。それに対して、本論文第 2 章では、質の異なる資本と質の
異なる労働とが、様々な量で組み合わされることを許した場合を扱おうとしている。主な分析対象は、
コブ・ダグラス型関数の場合に限定しているとはいえ、最大化問題の定式化を工夫し、扱い方を自ら
考案している。そして、生産関数のパラメーターが、質とそれに割り当てられる量にどう影響するか、
質と報酬との比率にどう影響するか、資本と労働への分配にどう影響するか、といった問題を調べて
いる。さらに、能力の異なる労働者に割り当てられる資本は、量と質を統合した効率単位でのみ決ま
る、といった結論を出している1。 
 第 3 章は、労働者と企業とが組み合わされる比率が 1 対 1 に固定されているという、従来型のア
サインメントモデルに検討対象を戻している。その上で、市場均衡水準を超える高い賃金を支払うと
いう制約が、一定範囲の企業に発生した場合、そのことがそれ以外の企業の利潤や、労働者の賃金関
数にどのように影響するかを検討している。一見すれば、問題は簡単そうであるが、能力の異なる労
働者と質の異なる企業との組み合わせ全体が変化するので、他企業や他の労働者への影響を厳密に確
定する作業は、かなり複雑になっている。制約により比較的質の低い企業と質の高い労働者とが組み
合わされる結果、入れ代わりで、残った質の低い労働者の一部が従来より質の高い企業と組み合わさ
れる。この間接的効果で、その労働者の賃金関数が上にシフトする。また、制約が課された企業のと
ころで上昇した賃金との相対関係で、企業との組み合わせは従来と変わらない最も能力の高い労働者
の賃金まで上昇する、といった結果を示している。アサインメントモデルの下で生じる、このような
効果をこの章は初めて明らかにした。 
 第 4 章は、能力の異なる労働者の集団が、熟練を要する労働と、熟練が不要な労働とに割り振ら
れると仮定する。そして、熟練労働と未熟練労働との組み合わせで生産が行われる経済を考察してい
る。生産要素が二種類ある点では、従来のヘクシャー＝オリーンモデルと同じである。ただし、賃金
の変化に応じて、労働者は熟練労働と未熟練労働との間を移動できるので、二種類の生産要素の量自
体が変化するという点で、従来のモデルとは異なってくる。このような設定の下で、二国間の貿易パ
ターン、貿易開始による二財の価格変化、価格変化が引き起こす生産量への影響、生産技術や財への
嗜好の変化が引き起こす生産量と価格への影響、等を調べている。 
                                                   
1 なお、その後の研究（Sasaki (2015)）により、この性質はコブ・ダグラス型関数の特徴に依存し
ていることが示されている。 
 
 たとえば、消費者による財の好み等に関して外生的変化が生じたとき、このモデルでは二財の生産
に割り振られる生産要素割合が変わるだけでなく、二つの生産要素の存在量自体も変わる。生産要素
の量自体も調整役の一部を担うので、外生的な需要の変化が引き越す財価格の変化に対して、容易に
財の生産量は変化し、その結果として、わずかな財価格の変化で需要変化に対応した生産量の調整が
完了してしまう、といった結果を出している。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
第 2 章は、Economics Bulletin に掲載されたものであり、第 4 章は International Journal of 
Applied Economics にアクセプトされた内容である。また、第 3 章は、アサインメントモデルに特
有の、外生的制約が生み出す直接的・間接的諸効果を丁寧に分析している。多少複雑なモデルでも、
丁寧に分析できる能力は非常に高いと評価できる。現実の経済で生じている重要問題との関連を意識
する点で弱い部分はあるが、それは今後の著者の成長に期待することとしたい。さらに、公聴会で指
摘された問題について、さらに研究の進展がみられることも考慮し、本論文を博士論文に値すると考
える。 
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